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研究成果の概要（和文）：ヒトでは過食によって引き起こされる糖尿病、肥満などの病気が先進国で深刻な問題になっ
ている。食習慣によって摂食行動や味覚感度が変化するかをショウジョウバエを用いて調べた。ハエに高濃度、低濃度
の糖を６日間与えた後に、糖の摂食率を調べたところ、高濃度の糖を与えたハエでは摂食率が低下していた。両者で、
味細胞の糖に対する感度には差がなかった。体液中の糖濃度、脂質量を定量比較したところ、高濃度の糖を与えたハエ
では脂質量が増加していた。しかし、その次世代のハエでは、糖感度や摂食率の変化は認められなかった。一方、幼虫
が成育する培地の糖濃度の違いによって、成虫の糖に対する味覚感度が変化することがわかった。

研究成果の概要（英文）：Our bad dietary habits lead us to obesity and hyperglycemia that are associated 
with disease like diabetes and heart disease. I examined how dietary habits affect gustation and feeding 
behavior in Drosophila. Flies were fed with two different sugar-agar media for 6 days. I found that 
feeding ratio of glucose of flies reared on high-sucrose medium is significantly lower than that of flies 
reared on low-sucrose medium. We showed that amount of stored lipids increased in flies reared on 
high-sucrose medium. I used next generation of flies reared on standard medium or standard medium without 
glucose for 6 days. Under this condition, feeding ratio of glucose and taste sensitivity of offspring had 
no effect by parent’s dietary habits. Flies reared on medium without glucose from early development 
showed a high feeding ratio of glucose and a high taste sensitivity. These results suggest that gustation 
and feeding behavior may change by sugar concentration of media from early development.

研究分野：行動生理遺伝学
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  １版



１．研究開始当初の背景 

 食経験の違いよって生じる味覚、および摂

食行動の変化が次世代にまで伝わるかをショ

ウジョウバエを用いて行動生理レベルで明ら

かにする。高脂肪食のマウスの雄から生まれ

た次世代では、インシュリンやグルコース代

謝に関わる遺伝子の発現レベルが変化してい

たという報告(Ng, S.-F. et al. Nature 467, 

963–966 (2010))など、食習慣やストレスが何

らかの様式で遺伝する可能性が最近報告され

ている。しかし、食習慣の次世代への影響を

実際に行動生理レベルで明確に証明した報告

はない。本研究は、ショウジョウバエの野生

集団に由来する遺伝的背景が異なる複数の系

統を用いて、種々の飼育栄養条件が次世代の

ハエの味細胞の応答や摂食行動にどのような

影響を与えるかを継代的に調べ検証する。 

 

２．研究の目的 

 様々な遺伝的背景をもつ複数の系統を、糖、

タンパク質の含量を数段階にコントロールし

た培地で生育させ、毎代のハエの糖、アミノ

酸に対する摂食行動を調べる。さらに、幼虫

の時は同じ培地で羽化後に異なる栄養状態の

培地で飼育したハエについても毎代のハエの

糖、アミノ酸に対する摂食行動を調べる。行

動レベルで変化が見られた条件のハエについ

ては、電気生理で味細胞の応答を調べる。野

生集団の異なる系統で、このような変化が顕

著に見られる系統を選んで、その系統につい

て集中的に研究を行う。野生集団について、

すでに得られているゲノム情報を解析しこの

現象に関わる遺伝子群を同定する。 

 

３．研究の方法 

 様々な遺伝的背景をもつDGRP の 38系統を、

糖、タンパク質の含量を数段階にコントロー

ルした培地で生育させ、毎代のハエの糖、ア

ミノ酸に対する摂食行動を調べる。さらに、

幼虫の時は同じ培地で生育させ、羽化後に異

なる栄養状態の培地で飼育したハエについて

も毎代のハエの糖、アミノ酸に対する摂食行

動を調べる。行動レベルで変化が見られた系

統は、味覚感覚子の味細胞の応答を電気生理

学的に調べる。野生集団の異なる系統で、こ

のような変化が顕著に見られる系統を選んで、

その系統について集中的に研究を行う。野生

集団について、すでに得られているゲノム情

報を解析しこの現象に関わる遺伝子群を同定

すると共に。体内のグルコース、アミノ酸な

どの定量を行うことにより体内の化学環境の

変化も解析する。 

 

４．研究成果 

羽化後 1 日以内の野生型のオスに 1 M スクロ

ース培地と 50 mM スクロース培地を 6 日間与

えた。水のみを与えて 18 時間絶食させた後、

30 mM グルコース溶液の摂食率を調べた。1 M

スクロース培地を与えられたハエは 50 mM ス

クロース培地を与えられたハエや通常培地を

与えられたコントロールに比べて有意に摂食

率が低くなることがわかった。1 M スクロース

培地を与えたハエの体重は有意に高かった。

その原因が体内の脂肪の蓄積量の増加による

ものなのかを検討するために、ハエの体内の

トリグリセライド量を測定したところ、1 M

スクロース培地を与えられたハエは、50 mM ス

クロース培地を与えられたハエより有意にト

リグリセライド量が多いことがわかった。ハ

エの体液であるヘモリンフを採取し、ヘモリ

ンフに含まれるグルコース量を測定した。18

時間絶食後と絶食無しで比較したが、培地条



件によって、ヘモリンフに含まれるグルコー

ス量に変化はなかった。1 M スクロース培地を

与えられたハエは、体内の糖レベルが上昇し

たためにグルコースを摂食しなくなったわけ

ではないと考えられる。次に飼育培地のグル

コースを含まない培地と、通常培地で飼育し

たハエの次世代のハエについて、上記の同様

な方法で摂食行動を調べたが、両者に有意な

差は無かった。味覚感度を電気生理学的に調

べたところ、グルコースなしの培地で育つ

と、コントロールに比べて有意にスパイク数

が高かった。今後さらに、条件を変化させて

再試を行う必要がある。また、自然集団由来

の系統について、アミノ酸やナトリウム不足

に対してそれぞれに対する味覚嗜好度がどの

ように異なるかを調べたところ、多様な遺伝

的変異があることがわかった。これらの系統

の遺伝子の発現レベルを調べたところ、いく

つかの遺伝子が味覚嗜好度の変化と関連があ

ることが示唆された。今後は異なる系統を用

いて飼育環境が次世代に伝わるかを調べる予

定である。 
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